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長者の大イチョウ前の棚田に並べられた
２０１５個のキャンドルが、霧に包まれた山里を
幻想的な風景に彩りました。



中津渓谷紅葉まつり　
　　　ご当地グルメに舌鼓

棚田にほのかな明かり
長者ＤＥキャンドルナイト

仁淀川町の魅力を見つめた５日間
ふれあい高新 in 仁淀川町
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１１月７日　長者の大イチ

ョウ前の棚田でだんだんく

らぶ（西森勇幸会長）主催

の「長者ＤＥキャンドルナ

イト」が開催され、雨にも

かかわらず多くの人が訪れ、

ろうそくだけの幻想的な光

景に足を止めて眺める姿が

多く見られました。

　雨に見舞われる中、西森

会長が「根性よ」と話すようにスタッフが１個ずつろうそくに火を灯し、

幻想的な光景を映し出すと、その思いが通じたのか、キャンドルはいつ

も以上に美しい光で、棚田を温かく包みこんでいました。

　また、会場近くの体育館では、和太鼓やフラダンス、コンサートなど

も行われ、詰めかけた大勢の観客を前に、出演者は多彩なパフォーマン

スで、会場を大いに盛り上げていました。

　１０月２８日～１１月１日にかけて、「第２２回移動高知新聞ふれあい高新in仁淀川町」が開催され、

この５日間、トークショーやギターコンサート、写真展など多彩なイベントが各地で行われました。

　２８日に役場本庁前で行われた開幕セレモニーでは、地元関係者約１００人が集まり、地元のゆるキャ

ラ「池ックマ」「土佐のちゃらおくん」「かつよりくん」も登場。大崎保育所の園児が元気な歌声を披露

し、にぎやかに開幕しました。会期中は、さまざまなイベントが行われるとともに、高知新聞の紙面でも

仁淀川町の人や食、自然など地域の魅力が紹介され、たくさんの情報が発信されました。紙面に掲載され

た人は、「恥ずかしい。でもたくさんの人に新聞に出ちょったねと声をかけられました」と照れながらも

喜びを隠せない様子でした。

　また、仁淀多目的研修集会施設で行われたアマチュア写真家の小林勝利さんの写真集「仁淀川遡行」の

作品展では、山里の人たちの優しい表情や支え合って生きる人たちの温かさを伝える作品約５０点が紹介

されました。展示中には、モデルになった方も訪れるなど、当時を振り返り懐かしむ姿が印象的でした。

　自然の恵みや人と人とのふれあい、伝統を継承し、後世へバトンをつなげようと尽力する懸命な姿など、

この「ふれあい高新」を通して、いろいろな光景が

見られました。仁淀川の清流が紡ぐ町「仁淀川町」

の営みや良き伝統は、人と人とのつながりによって、

これからも後世へ受け継がれていきます。

大崎保育所の園児が　  元気な歌声を披露し、開幕ムードを盛り上げました

ゆず入りのみそをつけて焼いた
田楽の香りが食欲をそそります

地元で取れた新鮮野菜や手作りこんにゃくなども
並びました

訪れた人からは感嘆の声しきり。ろうそくの
明かりが心を癒やしました

盛大に行われた開幕セレモニーのテープカット

高知の印象や未来について語り合った、
映画「０.５ミリ」安藤桃子監督(右)と
「釣りバカ日誌」の浜ちゃんのモデル、
黒笹慈幾さんのトークライブ 「いちむじん」のコンサートで共演した池川混声合唱団

土佐の
ちゃらおくん

かつより
くん

にゅーすけ 池ックマ

これからも仁淀川町をPRしていき

ますのでよろしくお願いします！！

１１月８日　中津渓谷ゆの森、笑美寿茶

屋周辺で中津観光協会（片岡喜昌会長）

主催の「紅葉まつり」が行われました。

　そば打ちの実演販売やアメゴのくし焼

き、田楽にいりもちなどが販売され、観

光客はご当地グルメに舌鼓。ボリューム

満点の猪汁で体を温めていました。

　高知市から訪れた人は、「田舎ならで

はの味を堪能して、渓谷を散策しながら

紅葉を楽しむ。一日で秋を満喫できまし

た」と満足した様子でした。

▲紅葉まつりの名物「猪
汁」。「猪肉が柔らかく
ておいしい」「七味をか
けると絶品」などの声が
多数ありました

セレモニー終了後、旧吾川中学校グラ
ウンドでひょうたん桜の記念植樹が
行われました

そ　こう



変わらぬ笑顔、変わらぬ思い

時を越えても 今ここに
～池川小・中学校同窓会～

谷脇弦起君(別府小５年)
全国の舞台で手応えつかむ！

長年にわたりスポーツ振興に貢献
30年勤続表彰受賞　吉村裕司さん

保護司の片岡和政さんが
    　法務大臣表彰を受賞

カローリングで交流
吾川地区スポーツフェスティバル
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１０月１２日　第２４回日整全国少年柔道大会が東京都の講道館で開催さ

れ、高知県代表メンバーに選抜された谷脇弦起君が団体戦に出場しました。

　２年連続出場を果たした谷脇君は中堅として登場。全国の舞台でも動じ

ず、持ち味の攻めの姿勢を最後まで貫きました。惜しくも引き分けとなり

ましたが、全国の強豪と対等に戦った谷

脇くんは悔しさをにじませながらも手応

えを感じていました。

　なお、高知県代表は、岐阜県代表に１

勝２敗２分けと惜しくも敗れましたが、

全国の舞台を体感した谷脇選手の今後の

さらなる活躍が期待されます。

１０月３０日　長者地区で、思い思いの姿

に仮装した住民らが集まり「ハッピーハロ

ウィーン」と呼び掛け合いながら、ハロウ

ィーンの夜を満喫しました。

　また、モンスターや魔女などに仮装した

子どもたちは、住人にいたずらをする気

満々。ハロウィーン定番の言葉「トリック

オアトリート（お菓子をくれないといたず

らするぞ！）」と元気に声をかけながら家

を巡り歩いていました。　

１１月１７日　高知市の三翠園で、平成２７年度高知県更

生保護事業功労者顕彰式典が開催され、高吾保護区仁淀分

区の片岡和政さんが長年の功労により、法務大臣表彰を受

賞されました。

　片岡さんは、平成１０年に保護司に委嘱され、平成１７

年から１０年間にわたり、高吾保護区保護司会の会長とし

て尽力されました。

１１月１２日　松山市で開催された第５６回全国スポーツ推進委員研究協

議会で、町の体育行政に貢献された、町スポーツ推進委員の吉村裕司さん

(６０歳・大崎)が、３０年勤続スポーツ推進委員表彰を受賞しました。

　吉村さんは、昭和６１年４月に旧吾川村体育指導委員に就任以来、多年

にわたり町の体育事業の発展・推進に努め、子どもから高齢者までの幅広

いスポーツ活動を推進するうえで指導的役割を果たし、生涯スポーツの普

及・振興に貢献されました。

１１月８日　吾川地区を拠点に活動

する総合型地域スポーツクラブ「さ

くらクラブ吾川（大原哲夫会長）」

主催の第４回吾川地区スポーツフェ

スティバルが旧吾川中学校体育館で

開催され、約４０人が心地よい汗を

流しました。

　この日行われた競技は体力に関係

なく気軽にできる「カローリング」。

次々に飛び出す好プレーに会場から

は大きな歓声があがっていました。

　参加者は、「狙い通りに的に止ま

ると気持ちがえい！」とスポーツを

通しての交流を楽しんでいました。

闘志を前面に出して戦う谷脇君時代を経ても変わらぬ友情。思い出話に花を咲かせました

長者で見かけた皆さん。誰だかわかりませ～ん
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古賀稔彦選手と記念撮影

１０月１日　第５回となる池川小・中学校同窓会

（池川小昭和３５年度卒業・池川中昭和３８年度卒

業）が高知市の三翠園で開催され、当時の恩師を招

いて旧交を温めました。

　会では、参加者の元気な活躍ぶり、特に恩師の７０

歳を超してのヨガ鍛錬や８０代半ばにしての鼓の修

業、現役時代と変わらぬ子どもたちへの恩師のピア

ノレッスン、さらに毎年４、５回の海外旅行など驚

異的とも思えるような近況報告がありました。そし

て何か新鮮な命をいただいたように会場は沸き返り

ました。また、ソフトバンクホークスで前・中内オ

ーナーと共にダイエーホークス時代から活躍してい

た森下良吉さんから、その当時の最下位から現在の

常勝球団になるまでの苦労話や王貞治さんの謙虚な

人柄の話に参加者は聞き惚れていました。

　無事同窓会を終えた幹事の黒川博之さんは、「同

級生の情報をいただいた池川の皆さまにとにかく感

謝しています」と話していました。

受
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ん



森地域で南海地震を想定した防災訓練実施幼年消防クラブが防火パレード

白熱した取組に拍手喝采
高森神社ではっけよい！

火の用心！

自分たちの手で災害に強い地域を目指して

大崎地区防災訓練に約９０人
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１０月２５日　森地域主催の防災訓練が

別府小学校グラウンドで行われ、森地域

の住民やふたば保育所、別府小学校、グ

ループホームぬくもりの家、町食生活改

善推進協議会仁淀支部、消防関係者ら約

２３０人が参加しました。

　今回実施した防災訓練では、地震が発

生したとの想定で、まず各地区の拠点に

避難した後、別府小学校に集まり、応急

救護訓練やバケツリレーによる消火訓練、

炊き出し訓練など、盛りだくさんの訓練

が繰り広げられました。特に今回は、Ｎ

ＰＯ高知市民会議の山﨑水紀夫理事に避

難所運営について講演していただき、続

いて、参加者全員が避難所を運営する模

擬体験訓練を行いました。

　秋の全国火災予防運動の行

事の一環として、町内の各地

で保育園児が元気にパレード

を行いました。

　パレードには、園児や保護

者、町消防団員などが参加。

園舎で出発式を行ったあと、

園児が“火遊びしません”と

誓いの言葉を述べ、プラカー

ドを先頭に出発。法被姿の園

児が元気に防火を呼びかけ、

拍子木を鳴らしながら地区内

をパレードし、防火意識の高

揚を図りました。　

11月８日　鎌倉八幡宮の大祭が行われ、高森神

社で子どもたちによる伝統の奉納相撲が行われま

した。

　境内に設けられた土俵では、大勢の子どもたち

による真剣勝負が繰り広げられ、勝負がつくたび

に大きな歓声が沸き上がりました。ちびっ子力士

は、力いっぱいに押し出したり投げたりと白熱し

た取組の連続。「はっけよい！のこった！」勝っ

ても負けても笑顔があふれていました。

　終盤には、子どもたちの頑張りに刺激を受けた

大人たちが参戦。童心に帰ってがむしゃらに相撲

をとる姿に、会場はその日一番の盛り上がりを見

せ、拍手が送られました。

１０月３１日　大崎地区主催の防災訓練が旧吾川

中学校グラウンドと体育館で行われ、大崎地区の

住民や女性防火クラブ、高吾北消防署員ら約９０

人が参加しました。

　今回は、地域のつながりをさらに深めることを

目的に、炊き出し訓練や起震車による地震体験な

どを行いました。

　大崎地区長の吉村裕司さんは、「まず自分の命

を守ることを考えましょう。自分の命がなければ

他の人を助けることができません。日頃からでき

る備えをしっかり準備していきましょう」と参加

者に話していました。

１１月１０日　町はこのほど、町内の公共施

設８カ所の屋根を太陽光発電のパネル設置場

所として貸し出す協定を「株式会社ウェスト

エネルギーソリューション」と締結しました。

　これは、旧吾川中学校体育館や地域集会所

など計８カ所を貸し出しして、各施設の屋根

に太陽光パネルを設置するもので、発電出力

は計２６３　。発電の開始は来年２月からを

予定しており、四国電力へ売電したうちの５

％が使用料として、町に支払われます。また、

災害時には非常用電源としても使用でき、災

害時の電力確保に活用されることが期待され

ます。

地域をつなぐ森地域の恒例行事「バケツリレー」

太
陽
光
発
電
で

公
共
施
設
の
有
効
活
用

10
月
30
日

　長
者
保
育
所

11月13日　大崎保育所

子どもに負けじと奮闘する大人たち。どれも名勝負で、その懸命
な姿に会場から大きな歓声と惜しみない拍手が送られました

11月18日　ふたば保育所
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援
を
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、
白
熱
す
る
会
場
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ワット



《9》 広報によど川 12月号

こんにちは！
保健師です
こんにちは！
保健師です

認知症サポーター養成講座
     　を行いました！！

広報によど川 12月号 《8》

 1月の予定行事   (仁淀川町母子支援事業)

▲

 １５日(金)　10:00～12:00　小児科医の講話 (子育て支援センター内)
　　 　 　　  13:00～15:00　小児科医の相談会 (中央公民館)　※個別相談は要予約

■問い合わせ　仁淀川町地域子育て支援センター (仁淀川町大崎158)　☎・　３５－０４３３

子育てｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ子育てｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ
　子育てに不安はありませんか？より良い環境で子育てができるように

支援します。「まったりタイム」を一緒に過ごしましょう♪

　仁淀川町母子支援事業は子育てママや妊娠中の方、どなたでも参加できます。 

　この機会にぜひ悩みや不安を解消し、楽しく子育てができることを願っています。

　「認知症サポーター」とは、認知症について正しく理

解し、偏見を持たず、認知症の人や家族に対して温かい

目で見守ることができる応援者のことです。

  今回、「窓口や配達など通常の業務に役立てるため勉

強をしたい」と郵便局からお声をかけていただき、佐川

町地域包括支援センターとの共催で実施しました。

　まず、認知症という病気についての理解を深めるため、

症状や接し方のポイントなどの講話を聴いた後、グルー

プに分かれて、「認知症があり、ＡＴＭの操作に困る高

齢者への接し方」について話し合いました。講座後のア

ンケートでも、「考えるきっかけになり、良い機会だっ

た。理解を深めて、今後の接客や日常生活にも役立てた

い」との感想が聞かれました。最後に、認知症サポータ

ーの証しであり、「認知症の人を応援します」という意

思を示す目印である「オレンジリング」が授与され、講

座は終了しました。

　町内の認知症サポーターの数は、２３４人（10月末

現在）です。６５歳以上の４人に１人は認知症あるいは

認知症の予備軍であるとも言われており、自分や家族、

近所の方など誰もがかかる可能性のある脳の病気です。

今後も、周囲の理解と気遣いの中で、認知症の方やご家

族が、地域で穏やかに暮らしていくことができるよう、

ささえ合いの輪（オレンジリング）を広げていきたいと

思っています。

　１０月８日(木)、佐川・越知・仁淀川町

管内の郵便局員１３人を対象に、「認知症

サポーター養成講座」を実施しました。

■時間

　１４：００～１５：３０　講演会

　１５：３０～１７：００　個別相談会

               　　　　    (予約制)

■講師

　小谷了一医師

　（土佐久礼クリニック院長）

　井津葉子アナウンサー

　（RKCアナウンサー）

※個別相談を希望される方は、下記まで、

　お申し込みください

■申し込み・問い合わせ

　地域包括支援センター

　☎３５－０８８０

　長者の寺野地区では、地区の方が自主的に集まって、毎

週水曜日に「いきいき百歳体操」を行っています。体操を

始めたのは、平成18年からで、ほとんどの方が開始時か

ら継続して参加されています。最高齢は９２歳の古味輪綾

米さん。現在も独り暮らしで、家事や畑仕事もこなしてい

ます。地区の世話役である西村信子さんは、「ここに集ま

って顔を合わせ、話をするだけでも楽しい」と話され、体

操後にしばらく話をしてから帰ることもあるそうです。い

つまでも元気に住み慣れた長者で暮らせるように、集会所

からは体操のかけ声と笑い声が響いていました。

やりゆうぞね！
介護予防！！

やりゆうぞね！
介護予防！！

『認知症講演会・個別相談会』
のお知らせ

養成講座の様子

体操を楽しむ参加者

歯っぴいスマイル歯っぴいスマイル ～むし歯ゼロの3歳児～

北川青空くん
（竹ノ谷）

せい あ

川村咲恵ちゃん
（正ノ石）

さ   え

西森祐太くん
 （下川渡上）

ゆう た

小嶋海翔くん
（日鉄宮ケ坪）

かい と

井上ここみちゃん
（大板）

　８月２７日と１０月２９日の３歳児健診で、むし歯のなかった元気なお子さんを紹介します。
これからもピカピカの歯を守ってね！

平成２７年度 高知県「いい歯の表彰」熟年者の部　受賞のお知らせ

　８０歳以上で２０本以上の健康な歯が残っている方の中から

選ばれた、特に「いい歯」をお持ちの方です。この度は、受賞

おめでとうございます。これからも健康でいてくださいね。

■優良賞

　片岡　憲一郎さん

　(８２歳・寺村）

ご
寄
付
の
お
礼

◇
仁
淀
ブ
ル
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　寄
付
金

　北
古
味

　修 
様(

入
間
市)

　山
元

　勇
治 
様(

呉
市)

　渡
辺

　道
雄 

様(
吉
川
市)

　山
本

　揚
二 

様(

川
西
市)

　石
山

　智
浩 

様(

世
田
谷
区)

　松
浦

　憲
一 

様(

新
宿
区)

　平
井
幸
太
郎 

様(

堺
市)

　阿
部

　恒
久 

様(

前
橋
市)

　佐
藤

　節
子 

様(

上
田
市)

　
◇
広
報
寄
付
金

　西
森

　靜
尾 

様(

松
田
町)

　神
原

　太
一 

様(

東
大
阪
市)

　片
岡

　義
友 

様

　
　
　
　
　

 

　

(

東
久
留
米
市)

　木
村

　登

　

 

様(

高
知
市)

　岡
﨑

　春
喜 

様(

高
知
市)

　ご
芳
志
を
あ
り
が
た
く
お
受

け
し
、
町
行
政
な
ら
び
に
広
報
発

行
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　

 

　

 

　
　仁
淀
川
町
役
場
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■■■お知らせコーナー■■■

 

こ
の
制
度
は
町
内
か
ら
高
等

学
校
に
通
学
す
る
生
徒
の
通
学

費
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
に

よ
り
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

■
資
格

　町
内
か
ら
高
等
学
校
に
通
学

し
て
い
る
生
徒
の
保
護
者
で
あ

る
こ
と
。
（
通
学
方
法
は
問
い

ま
せ
ん
）

※
た
だ
し
、
生
徒
の
保
護
者
が
、

町
内
に
６
カ
月
以
上
住
所
を

有
し
、
当
該
世
帯
全
員
が
町

税
、
使
用
料
ま
た
は
手
数
料

等
、
町
に
納
付
す
べ
き
債
務

に
滞
納
が
な
い
こ
と

お知らせ
コーナー

・・・INFORMATION・・・

間
伐
を
進
め
、健
全
な

森
林
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

高
等
学
校
通
学
応
援

手
当
に
つ
い
て

■
支
給
額

  

年
額
18
万
円
（
月
額
１
万

　

　５
千
円
）
を
上
限
と
す
る
。

■
支
給
時
期

  

平
成
28
年
３
月
の
予
定

■
必
要
書
類

・
仁
淀
川
町
高
等
学
校
通
学
応

　援
手
当
受
給
申
請
書

・
住
民
票（
世
帯
全
員
）の
写
し

・
在
学
お
よ
び
通
学
に
関
す
る

　学
校
長
の
証
明
書

■
申
請
締
め
切
り

　

　平
成
28
年
１
月
29
日
（
教
育

委
員
会
ま
た
は
各
教
育
事
務
所

必
着
）

◎
住
民
票
が
町
内
に
あ
る
方
で

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、

申
請
の
案
内
文
を
12
月
初
旬
に

送
り
ま
す
。
該
当
す
る
と
思
わ

れ
る
方
で
申
請
書
が
届
か
な
い

方
は
、
教
育
委
員
会
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　仁
淀
川
町
教
育
委
員
会

　

　☎
３
５
・
０
０
１
９

　間
伐
す
る
た
め
に
作
業
道
を

整
備
し
た
り
、
間
伐
後
の
木
を

市
場
ま
で
出
荷
す
る
「
搬
出
間

「臨時福祉給付金」の申請はお済みですか？

伐
」
な
ど
を
し
た
時
に
、
国
や

県
・
町
の
助
成
制
度
（
造
林
補

助
事
業
、
緊
急
間
伐
総
合
支
援

事
業
な
ど
）
が
利
用
で
き
ま
す
。

○
自
分
の
山
の
間
伐
を
し
た
い

　が
自
分
で
は
で
き
な
い
の
で

　誰
か
頼
め
な
い
か
？

○
自
分
で
間
伐
を
し
た
い
が
今

　ま
で
し
た
こ
と
が
な
い

○
技
術
的
な
こ
と
や
ど
の
く
ら

　い
お
金
が
か
か
る
か
心
配

　以
上
の
よ
う
な
こ
と
で
お
悩

み
の
皆
さ
ま
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　間
伐
作
業
を
始
め
る
前
に

「
伐
採
届
」
の
提
出
や
、
助
成

事
業
の
申
請
手
続
き
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　平
成
28
年
度
に
新
た
に
助
成

制
度
を
利
用
し
た
い
方
は
、
12

月
中
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　仁
淀
川
町
役
場
産
業
建
設
課

　☎
３
５
・
１
０
８
３

　池
川
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　☎
３
４
・
２
１
１
４

　仁
淀
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　☎
３
２
・
１
１
１
３

　仁
淀
川
森
林
組
合

　

　☎
３
５
・
０
２
４
０

　消費税率の引き上げによる影響を緩和するため、所得の低い方々

に対して、暫定的・臨時的な措置として、臨時福祉給付金が支給さ

れます。

　仁淀川町では今年８月末に臨時福祉給付金の対象者と思われる方

に申請書を送付しています。

　年末年始は、交通量が増加したり飲酒の機会が多くなり、交

通事故の多発が予想されます。特に、飲酒運転は｢しない、さ

せない｣を徹底し、地域から悲惨な交通事故を追放しましょう。

　放送大学では、平成28年度第

１学期（4月入学）の学生を募集

しています。

　放送大学はテレビ等の放送や

インターネットを利用して授業

を行う通信制の大学です。

　心理学・福祉・経済・歴史・

文学・自然科学など、幅広い分

野を学べます。

　出願期間は第１回は２月２９

日まで、第２回は３月２０日ま

で。資料を無料で差し上げてい

ます。

　お気軽に放送大学高知学習セ

ンター（☎０８８－８４３－４

８６４）までご請求ください。

放送大学ホームページでも受け

付けています。

支給対象者
  平成２７年度分住民税（均等割）が課税されてい

ない方。ただし、ご自身を扶養している方が課税

されている場合や、生活保護制度内で対応される

被保護者となっている場合等は対象となりません。

※基準日(平成２７年１月１日)時点で住民票が仁淀

　川町にある方が対象です

支給額
支給対象者１人につき６，０００円

申請期間
平成２７年９月１日(火)～平成２７年１２月２８日(月)

※申請には本人確認書類、通帳等の写しが必要です。

■問い合わせ

仁淀川町役場町民課　☎３５－１０８８　

池川総合支所住民課　☎３４－２１１１

仁淀総合支所住民課　☎３２－１１１１

【制度に関するお問い合わせ】

厚生労働省

「２つの給付金に関する専用ダイヤル」

☎０５７０（０３７）１９２

～交通安全協会佐川支部・佐川警察署　☎２２－０１１０～

※交通安全協会は皆さまの会費で運営されています。

ご協力よろしくお願いします

交通安全協会からのお知らせ交通安全協会からのお知らせ交通安全協会からのお知らせ

年末年始の交通安全運動　１２月１０日(木)～１月9日(土)

後部座席シートベルト義務化
【平成20年6月施行】

【重点目標】

①子どもと高齢者の交通事故防止

②飲酒・暴走運転の根絶

③自転車の安全利用の促進

飲酒運転に対する罰則

×酒気帯び事故で一発取消

×死亡事故で最長20年の実刑

×同乗者、提供者も同罪

放送大学
４月生募集のお知らせ

「振り込め詐欺」「個人情報の詐取」

                   　　にご注意ください。

●仁淀川町や厚生労働省等の職員がＡＴ

Ｍ等の操作をお願いすることは絶対にあ

りません。
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お役立ち防災グッズ②高吾北消防本部からのお知らせ

布ガムテープ＋油性ペン

　避難所では荷物の取り違えや、勝手に移動された、と

いうトラブルが付きもの。布ガムテープに名前を書いて

荷物に張り付けておきましょう。また、小さな子どもに

は名前と連絡先を書いて背中に張り付けてあげると、も

しはぐれてしまっても、安否確認に便利です。

ペット用リード・キャリーケース

　避難所では原則、屋内へのペットの持ち込みは禁止で

す。普段、室内飼いのペットだとしても残念ながら敷地

内の離れた場所にリードを結わえておく、という選択肢

になるはずです。そこでペットの持ち運びや小屋代わり

にキャリーケースを使用しましょう。

※当然のことながらペットの餌は救援物資としても後回

しなので、各人で用意してください。また鳴き声やに

おいの対策、排せつ物の処理もきちんと行いましょう。

お菓子

　非常食ももちろん必要ですが、

お菓子類の方が役立つ場面もあり

ます。甘いものには心と体を癒や

す効果があり、被災のストレスで

食欲が無くても小さなお菓子なら

食べられるのでカロリー補給がで

きます。また子どもたちのために

お菓子を用意してあげましょう。

　チョコレートなど溶けてしまう

お菓子、喉の乾く味の濃いせんべ

いなどはあまりお勧めできません。

最近は高カロリーで長期保存でき

るようかんなどがよくお勧めされ

ています。　　

※あくまで“あると便利”という程度なので、避難する際、荷物が多くなりすぎるようなら無理して
　準備する必要はありません

■問い合わせ　高吾北消防署　☎２６-２１１１ 　仁淀川分署   ☎３５-００１７

　災害後には住み慣れた家を離れ、突然、他人との共同生活が始まります。

不便で不慣れな生活は、心身の健康を害する原因になります。そんな時、こ

んな防災グッズがあれば少しだけ不便を解消できるかもしれません。

国民年金保険料の納付のご案内に関するお知らせ
～納めた国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象です！～

国
民
年
金
だ
よ
り

　国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
お
よ
び
地
方
税
法
上
、

健
康
保
険
や
厚
生
年
金
な
ど
の
社
会
保
険
料
を
納
め
た

場
合
と
同
様
に
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の

課
税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
27
年
１
月
か
ら
12

月
ま
で
に
納
め
ら
れ
た
保
険
料
の
全
額
で
す
。
過
去
の

年
度
分
や
追
納
さ
れ
た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
は
な
く
、
配
偶
者

や
ご
家
族
（
お
子
様
等
）
の
負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保

険
料
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
料
も
合
わ
せ

て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　な
お
、
平
成
27
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料

に
つ
い
て
、
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
行
う
と
き
に
、
領
収
証
書
な

ど
保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　こ
の
た
め
、
平
成
27
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま

で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、

11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
送
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
申
告
書
の
提
出
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
ま

た
は
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
（
平
成
27
年

10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
今
年
は
じ
め

て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ
た
方
へ
は
、
翌
年
の

２
月
上
旬
に
送
ら
れ
ま
す
。
）

　税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年
金
は
、
老
後
は
も
ち

ろ
ん
不
慮
の
事
故
な
ど
万
一
の
と
き
に
も
心
強
い
味
方

と
な
る
制
度
で
す
。
保
険
料
は
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う

キ
チ
ン
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

教｜育｜研｜究｜所｜便｜り｜

連携教育を進めています！
 連携教育は、どの学校でもだいじな目標の

一つに掲げられ、それぞれの実態に合わせた

取り組みが進められています。

　連携教育と言うと、家庭・地域・学校の三

者連携が取り上げられることが多いようです

が、今回はこの仁淀川町の

学校間の連携という視点で、

現状などをご紹介しようと

思います。

　いま、町内には南地区に

３校（小２、中１）、北地

区に２校（小１、中１）の、

合わせて５校がありますが、

いずれも年々小規模化が進

んでいる状況です。そうい

う学校環境では、学校間の

連携をいっそう密にして、日常的に情報交換

を行い、いろいろな課題の解決に向け、手を

携えて取り組んでいくことがぜひとも必要で

す。

　それに、よく“中１ギャップ”ということ

が言われます。小から中へのタスキ渡しがう

まくいかず、そこから起きる生徒指導上の問

題などを指していますが、一貫教育の観点か

らも、特に、小中の連携のあり方が問われる

ようになりました。

　さて、本町の現況ですが、総じて言えば、

小小、小中ともに良好な

関係が築かれていて、協

同体制ができています。

その主な原動力となるの

が町教育研究会（６月号

で紹介）で、ここでは小

中の教職員が一緒になっ

て部会活動を進めていま

す。また、地区毎の小中

連絡会や連携教育推進会

議等の果たす役割も大き

く、子どもたちの成長の姿に、その成果が目

に見えて表れてきました。これからも連携教

育の推進に、研究所としても意を新たにし、

鋭意取り組んでまいります。　　　　　　　

　

　（仁淀川町教育研究所長　堅田　潤平）

・ご案内の際には委託事業者名および氏名を名乗ったうえで、お客様の本人確認をさせていただきます。

・委託事業者の訪問員がお客様のご自宅を訪問する際は、必ず日本年金機構が発行した身分証明書をお

　客様に提示します。

・納付書を所持されている場合に限り保険料をお預かりしますが、その場合は「納付書・領収（納付受

　託）証書」をお渡しします。

 注 委託事業者は次のようなことは行いません。
〇金融機関やコンビニエンスストアにおいてATM操作をお願い　

　することはありません

〇年金手帳や年金証書等をお預かりすることはありません

※不審な点がありましたら、 下記までご相談ください

■問い合わせ　高知西年金事務所　☎０８８－８７５－１７１７

　日本年金機構では、国民年金保険料が未納となっている方に対する、納付のご案内・収納業

務を民間事業者に委託しています。高知県においては「株式会社バックスグループ」に委託し

ており、電話や文書、戸別訪問等により、納付のご案内・収納業務を行います。

委託事業者についての詳しい

内容は、日本年金機構ホーム

ページでご覧いただけます。

http://www.nenkin.go.jp



町内図書室ご利用のお知らせ町内図書室ご利用のお知らせ

《15》 広報によど川 12月号 広報によど川 12月号 《14》

地域おこし協力隊がゆく

　皆さま、寒い日が続きますがいかがお過ごしでしょうか。

　鍋物のおいしい季節になりました。京都では11月下旬から12月上旬にかけて、市内の各所の寺院で

「大根だき」が行われます。了徳寺で行われる「鳴滝の大根だき」は、信徒の奉仕で、９つの大なべに

大根と油揚げを入れ醤油で煮込みます。この大根を分け合って食べると中風のまじないになると言われ

ており、大勢の参拝者が訪れます。なんと２日間で約3500本もの大根を炊くそうです。

　私は去年、この行事にお邪魔しましたが、この大根だきがすごくおいしいんです。なんでこんなにお

いしいのかと考えました。それは単純に、良い大根を良い醤油で、良いだしで、正しい調理法で真心込

めて料理したから、だと思います。いたってシンプルな結論です。

　今年食べたものの中で一番おいしかったものは、生でみそをつけて食べた採りたての町内産の「ウ

ド」でした。「ウド」は今までの私の食生活にありませんでした。料理法も知りませんでしたし、まし

てや生で食べるなど思いもよりません。生まれて初めて口にした「ウド」は野趣あふれる風味が鮮烈で、

忘れることのできない味でした。

　おいしい食材はそのままでも十分においしい。美しい風景はそのままで十分に美しい。人もまた然り

です。町内の人は年齢、性別関係なくそのままの自然体で素敵な方ばかりだと思います。

　仁淀川町に住んで、生きていこうとする私が忘れてなら

ないのは、こんな当たり前のことだと思います。そのこと

に気づけたのは、例えば「ウド」でしたが、仁淀川町に住

まわしてただいているおかげだと思います。仁淀川町には

採れたてのうまい野菜や山菜がたくさんあります。豊かな

山の恵みが、川のきらめきがあります。そして支えていた

だいている多くの人たちがいます。

　山・川・人、今年一年、多くの恵みをいただいたすべて

に感謝しています。

にし　　 た   ろう

～今月は西 太郎隊員～

仁淀中学校人権講演会のご案内

　町内には、中央公民館・池川教育事務所・仁淀教育事務所・長者出張所の４カ所に

図書室があります。そこには、町が購入した本や寄贈本、県立図書館から定期的に借

り入れている本があります。自由に無料で利用することができます。

　別府小学校の２階の図書室は毎週水

曜日に一般開放をしております。大人

向けの本も準備していますので、お誘

いあわせの上お越しください。

平成28年1月15日(金)に
県立移動図書館がやって来ます
     ～一緒に本を選びませんか～

今月の新刊本

■問い合わせ　中央公民館 ☎３５－００１９　池川教育事務所 ☎３４－２４８０　仁淀教育事務所 ☎３２－１０４１

　中央公民館

「塩の街」　有川　浩／著

「ペナンブラ氏の24時間書店」

　ﾛﾋﾞﾝ・ｽﾛｰﾝ／著

「わすれられないおくりもの (絵本)」

　ｽｰｻﾞﾝ・ﾊﾞｰﾚｲ／著

　仁淀教育事務所

「老後の資金がありません」

　垣谷美雨／著 

「下町ロケット２ ガウディ計画」

　池井戸潤／著 

「チェルノブイリの祈り」

　ｽﾍﾞﾄﾗｰﾅ・ｱﾚｸｼｴｰﾋﾞｯﾁ／著 

　池川教育事務所

「東京零年」　赤川次郎／著

「強いおばさん 弱いおじさん」　小川有里／著

「おとなになるってどんなこと？」　吉本ばなな／著

２．４３ｍは春高男子バ

レーのネットの高さ。まるで、

試合観戦をしているような

臨場感があり、どのチーム

も応援したくなります。

場所

県立移動図書館の予定

別府小学校図書室一般開放

「山・川・人の恵みに感謝！」

須永 博士 旅の詩人 講演会

来
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ま
す
！

　何
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気
忙
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い
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日
で
す
が
、け
が

や
病
気
に
は
十
分
気
を
付
け
、元
気
に
年

末
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

　皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
新
た
な
一
年

が
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　西

　太
郎

■１２月の一般開放の日程

　１２月９日(水) 10：00～15：00

　１２月１６日(水) 10：00～15：00

読書支援員

片岡さんのオススメ本

２．４３清陰高校男子バレー部
壁井 ユカコ／著 

■日時　12月5日（土）　※一般聴講可・入場料無料
　　　　１３：５０～１５：２０（開場１３：３０）

■場所　仁淀中学校体育館

■問い合わせ　仁淀中学校　☎３２－１０１２　

　「生きることのすばらしさ」「あきらめないこと」「つらい時、苦

しい時、悔しい時、人生の中で失敗や挫折の時もある。そんな時

でも【本気】をだせば、なんでもやれるよ」などなど、詩人 須永博

士さんの作品に魂を込めた想いを話していただきます。



広報によど川 12月号 《16》《17》 広報によど川 12月号

仁淀川町行事カレンダー（12月・1月）……… ………

広 告

町に納める収納金の今月の口座振替日は、

1 2月2 5日 (金 ) です。
※上記の日に引き落としができない場合の再度

　口座振替日は、1月12日 (火)となります。

口座振替日のお知らせ
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広報によど川 12月号 《18》《19》 広報によど川 12月号

　たて・よこのカギをヒントにマス目を埋めてくだ

さい。　に入る文字をアルファベット順に並べかえ

ると答えが出てきます。何でしょう？

応募方法　はがきまたは封書で応募してください。

　　　　　〒７８１－１５９２ 仁淀川町役場「広報パズル係」

賞　　品　「ユニークパック」を正解者の中から抽選

で１名様に。（当選者の発表は次号広報）

町の人口・世帯数
平成27年11月1日現在

  人　口5,994人   （-9）  

  　  男　2,795人　　　　　 

  　  女　3,199人　　　　　 

 　    世帯数3,211世帯（±0）     

10月中の届出

転入 19人　 転出  13人

出生   0人　 死亡 15人

（　）内は前月比

広報によど川

本紙は再生紙を使用しています。

平成27年12月1日発行（No.125）
編集　仁淀川町広報編集委員会

発行　仁淀川町

〒781-1592

高知県吾川郡仁淀川町大崎124

☎0889-35-0111

http://www.town.niyodogawa.lg.jp/

印刷　株式会社高知新聞総合印刷

ふれあい高新in仁淀川町の開幕

セレモニーが役場本庁前で行わ

れ、園児が地元のゆるキャラと

触れ合いました。

(10月28日撮影　関連記事Ｐ２)

第125回 クロスワード パズルクロスワード パズルクロスワード パズル ●締め切り
　12/18（金）必着表
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人
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ごめい福をお祈りいたします

・
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募
者
数

　19
人

・
正
解
者
数

　17
人

・
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岡
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）
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隆

今月の賞品今月の賞品
クロスワードパズル

仁
淀
特
産「
千
両
ユ
ニ
ー
ク
パ
ッ
ク
」を
１
名
様
に

　「ふるさと千両会」では、上記のユニークパックの注文を

受け付けています。ふるさとの香りいっぱいの品々をご贈答

にいかがですか？

先着１３０パック限定
○お 値 段　１パック３, ２００円

　　　　　  （送料・消費税込、全国一律）

○発　　送　長者郵便局より１２月２２日（火）に発送予定

○注文方法　お電話でご注文ください

○締め切り　１２月１６日（水）

ふるさと千両会
　（仁淀川町別枝沢渡・谷脇秀美）

　☎　０８８９－３２－１２０９

　今
月
の
賞
品
は
「
ふ
る
さ
と
千

両
会
」
提
供
の
仁
淀
特
産
「
ユ
ニ

ー
ク
パ
ッ
ク
」
で
す
。

　　 ユニークパックの中身
・千両５本（仁淀特産）　

・コンニャク２個（長者特産）　

・いりもち（秋葉生活改善グループ）

  （真空パック２個入り３パック）

・ちょうじゃみそ

  （無添加、国産大豆使用）

・梅、松の小枝

年末・年始のご贈答に！
仁淀の里から直送します

髙

ふるさと千両会の皆さん
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2015

月号12
清
流
が
紡
ぐ
町
魅
力
発
信
　
ふ
れ
あ
い
高
新
in
仁
淀
川
町

白
熱
し
た
取
組
に
拍
手
喝
采
　
高
森
神
社
で
は
っ
け
よ
い
！

保
護
司
の
片
岡
和
政
さ
ん
が
法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
で
交
流
　
吾
川
地
区
ス
ポ
ー
ツ
フェス
テ
ィ
バル

長者の大イチョウ前の棚田に並べられた
２０１５個のキャンドルが、霧に包まれた山里を
幻想的な風景に彩りました。


